
 

 

２０２６年８月１０日 

四 国 電 力 株 式 会 社 

 

 

伊方発電所における通報連絡事象（２０２６年７月分）および 

通報連絡事象に係る報告書の提出について 
 

 

○ ２０２６年７月に、当社から愛媛県および伊方町ほか関係自治体に通報連絡した事象

は以下のとおりであり、法律に基づく報告事象に該当するものではなく、また、環境へ

の放射能の影響もありませんでした。 

 

事   象 発生月日 発表月日 県の公表区分 

１．伊方発電所における協力会社従業員の 

救急搬送について 
7月 3日 7月 3日 Ａ 

２．伊方発電所２号機 非常用ディーゼル 

発電機２Ｂの海水出口配管フランジ部 

からの海水漏れについて 

7月 16日 8月 10日 Ｃ 

３．伊方発電所３号機 蒸気発生器３Ａに 

おける２次系水質計器の不具合について 
7月 19日 7月 21日 Ｂ 

４．伊方発電所３号機 タービン建屋大物 

搬入口ジブクレーンからの発煙について 
7月 27日 8月 10日 Ｃ 

５．伊方発電所における地震の観測について 7月 28日 8月 10日 Ｃ 

 

○ 過去に発生した以下の通報連絡事象について、その後の調査結果を踏まえた原因と 

対策をとりまとめ、愛媛県および伊方町ほか関係自治体に報告書を提出いたしました。 

 

事   象 発生月日 発表月日 県の公表区分 

１．伊方発電所３号機 復水脱塩装置の復水 

脱塩塔からのイオン交換樹脂流出について 

2025年 

12月 19日 

2026年 

1月 13日 
Ｃ 

県の公表区分 Ａ：即公表 

Ｂ：48時間以内に公表 

Ｃ：翌月 10日に公表 

ＰＰ：可能となった段階で速やかに公表 

 

（別紙１）伊方発電所における通報連絡事象の概要（２０２６年７月分） 

（別紙２）伊方発電所における通報連絡事象の報告書概要 
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別紙１ 

 

伊方発電所における通報連絡事象の概要（２０２６年７月分） 

 
１．伊方発電所における協力会社従業員の救急搬送について 

 

７月３日、伊方発電所の事務所（管理区域外）において、協力会社従業員１名が体調

不良を訴えたことから、同日１７時１８分、救急車により病院へ搬送しました。 

なお、当該従業員は意識があり、被ばく、汚染はありませんでした。 

 

 
２．伊方発電所２号機 非常用ディーゼル発電機２Ｂの海水出口配管フランジ部からの 

海水漏れについて 

 

伊方発電所２号機（廃止措置中）において、７月１６日、原子炉補助建家内（管理 

区域外）の非常用ディーゼル発電機２Ｂ海水出口配管フランジ部から海水が漏えいして

いることを確認し、保修員が状況を確認したところ、同日１０時２５分、当該フランジ

部の詳細な点検が必要であると判断しました。 

その後、漏えい箇所の隔離を行い、同日１５時３８分、漏えいが停止したことを確認

しました。漏えいした海水の量は、最大約７ｍ３と推定しており、建家内の排水ピット

において全量を回収し、建家外への流出がないことを確認しています。 

その後、当該フランジ部に直径約７ｍｍの貫通孔を確認しました。このため、当該 

フランジ部を取り替え、通水確認を行い、問題がないことを確認したことから、７月 

１７日１４時５分、通常状態に復旧しました。 

本事象によるプラントへの影響および環境への放射能の影響はありませんでした。 

今後、詳細を調査します。 
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伊方発電所２号機 ディーゼル発電機海水系統 概略図 

  



 

 

 

 

 

３．伊方発電所３号機 蒸気発生器３Ａにおける２次系水質計器の不具合について 

 

伊方発電所３号機は通常運転中のところ、中央制御室（管理区域外）において、  

蒸気発生器３Ａの水質を示す計器である導電率※計に変動が確認されました。そのため、

水質の手分析を実施したところ、水質に異常が確認されなかったことから、７月１９日

２３時４５分、当該計器の点検が必要と判断しました。 

その後、当該計器の検出器の点検、清掃を実施しました。また、当該計器の変換器に

上部から結露水が滴下した痕跡を確認したため、当該変換器の点検、清掃を実施し、 

当該計器に異常が認められなかったことから、７月２１日１３時０分、通常状態に復旧

しました。 

本事象によるプラントへの影響および環境への放射能の影響はありませんでした。 

今後、詳細を調査します。 

 

※ 導電率は、物質中の電気の流れやすさであり、水の場合、不純物が多いほど大きい値を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊方発電所３号機 蒸気発生器３Ａ ２次系水質計器 概略図 
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４．伊方発電所３号機 タービン建屋大物搬入口ジブクレーンからの発煙について 

 

伊方発電所３号機は通常運転中のところ、タービン建屋（管理区域外）において、 

７月２７日１０時３０分、使用前点検を行っていた大物搬入口ジブクレーンの操作用 

ケーブルおよび制御盤から発煙していることを協力会社作業員が確認したことから、 

消防署へ同日１０時３８分に通報しました。 

直ちに当該クレーンの電源を切とし、発煙が収まっていることを確認しました。 

その後、同日１２時２７分に消防署が現場にて火災ではないことを確認しました。 

本事象によるプラントへの影響および環境への放射能の影響はありませんでした。 

今後、詳細を調査します。 
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伊方発電所３号機 タービン建屋大物搬入口ジブクレーン 概略図 

 

 

５．伊方発電所における地震の観測について 

 

７月２８日１６時２８分頃、熊本県熊本地方を震源とする地震が発生し、伊方発電所

において地震の揺れを観測しましたが、伊方発電所の設備に異常はありませんでした。 

また、地震による環境への放射能の影響はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 水平方向 垂直方向 

１号機 ３ ガル ３ ガル 

２号機 ３ ガル ３ ガル 

３号機 ４ ガル ３ ガル 



 

 

 

 

別紙２ 

伊方発電所における通報連絡事象の報告書概要 

 
１．伊方発電所３号機 復水脱塩装置の復水脱塩塔からのイオン交換樹脂流出について 

 

○事 象 

伊方発電所３号機は第１８回定期検査中に、２次系クリーンアップ運転※１を実施 

していたところ、復水ブースタポンプ入口ストレーナ※２に、イオン交換樹脂が   

溜まっていることを確認しました。保修員が復水脱塩装置※３の脱塩塔内部を確認した

ところ、脱塩塔３Ｄの塔内にある水が流れる円弧状の配管（アンダードレンコレクタ）

のフランジ部を接続しているボルトの一部にゆるみがあり、フランジ部の隙間から  

樹脂が流出したことを確認したことから、２０２５年１２月１９日１６時１８分、当該

脱塩塔の詳細な点検が必要であると判断しました。 

また、流出した樹脂は復水系統内のストレーナで全量捕捉できていることを確認  

しました。 

その後、アンダードレンコレクタの全てのフランジ部について、点検およびフランジ

ボルトの締め付けを行い、当該脱塩塔の通水確認を実施し、樹脂の流出がないことを 

確認したことから１２月２３日１５時５４分に通常状態に復旧しました。 

本事象によるプラントへの影響および周辺環境への放射能の影響はありませんでした。 

 
※１ プラント起動前に２次系を構成する配管や機器に２次系冷却水を通水し、ストレーナによる異物

の除去や復水脱塩装置による不純物の除去を行い、系統内の水質を改善する作業。 

※２ ２次系クリーンアップ運転中に異物の除去のため、復水ブースタポンプの入口に設置している仮

設のストレーナ。 

※３ ２次系冷却水に含まれる不純物を取り除く装置。復水脱塩塔やストレーナ等から構成される。 

 

○原 因 

当該脱塩塔のアンダードレンコレクタは、円弧状であり各配管のひずみの影響を  

受けやすい構造でした。このため、同程度の力でフランジボルトの締め付けを実施  

していたものの、フランジの面間※４の差が大きい箇所が生じ、部分的に面圧不足が 

発生しました。その後、当該脱塩塔通水に伴う流体の流れによる振動がアンダードレン

コレクタに加わり、面圧不足のため振動しやすい状態となっていたフランジボルトが 

徐々に緩んで隙間が生じ、樹脂流出に至ったものと推定しました。 

 

※４ フランジの合わせ面（接合する円盤状の面）同士の間隔 

 

○対 策 

①当該脱塩塔のアンダードレンコレクタについて、フランジ部の点検前に面間測定を

実施し、点検後にフランジボルトの締め付け確認および面間測定を実施しました。

その後の復水脱塩装置の運転において樹脂の流出がないことを確認しました。 

②当該脱塩塔および類似設備の作業要領書の円弧状の配管の取り外し・取り付け作業

について、以下の記載を追加します。 

・作業開始前後における面間測定および過去実績との比較による確認 

・点検後のフランジボルト締め付け確認 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊方発電所３号機 復水脱塩装置 概略図 
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